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　龍神温泉は高野龍神国定公園、日高川沿
いに位置する温泉郷。島根県の湯の川温泉、
群馬県の川中温泉とならび、日本三美人の
湯として有名です。

　開湯は約1300年前とされていますが、弘
法大師による開湯伝説も残っています。
　また、役小角が発見した後、難陀竜王のお
告げによって弘法大師が開湯したとも言わ
れています。江戸時代には紀伊国を統治し
た紀州藩とも関わりが深く、藩主が湯治を行
うために、初代藩主徳川頼宣が　「上御殿」　
「下御殿」を作らせました。建物は村民に与
えられ、但し藩主の湯治は実現せず、上御殿
下御殿はそれぞれ旅館となり、上御殿の建
　

　元湯は、龍神温泉のオーナーで作
る（有）元湯が運営する、村内で唯一
の源泉掛け流しの共同浴場です。お
湯も毎日入れ替え、訪れる方に気持
ちよく入浴頂いています。泉質は、ナ
トリウム炭酸水素塩泉（重曹泉）で、
肌がツルツルとしてしっとり感があり
ます。
　効能は、美人の湯で知られていま
すが、大変良く温まり、特に冷え性、
神経痛、肩こり等に効果があると云
われています。この良質な龍神温泉
は、元湯をはじめ、旅館上御殿、旅館
下御殿、旅館有軒屋、旅館坂井屋、旅
館萬屋と季楽里龍神の6施設に供給
されています。

Ⓒ

物（国の登録有形文化財）は現在も宿として使われています。中里介山による時
代小説『大菩薩峠』やその映画化作品において、主人公・机龍之助が目を癒した
所として採り上げられ、全国的に有名になりました。

　龍神温泉が肌に与える影響について、株式会社バスクリン
と和歌山県立医科大学との共同研究により、その効果を科学
的に検証を行いました。
　検証方法は、①皮膚の水分量と蒸散量の計測による客観
評価と、②モニターによる官能（主観）評価の２種類。その結
果、下記に示すとおり有益な検証結果が得られました。

泉　質 pH値(源泉) 源泉温度 湧出量 知覚的試験

ナトリウム
炭酸水素塩泉

８．４
弱アルカリ性 ４８．２℃ １４０L／分

無色透明
茶褐色浮遊物
無臭･無味

泉質データ等

龍神温泉と同じｐHの湯と比較検証（入浴１０分後の皮膚の状態）n=6(12例)

図１：角層水分の変化量 図２：水分蒸散の変化量

入浴後において、肌はみずみずしく保ち（図１より）、皮膚のバリア機能を保持
（図２より）していることがわかります。

龍神温泉「元湯」に2週間連続入浴し、気分の状態を主観的に評価 n=18

図３：２週間連浴した後の気分評価（POMS）変化 図４：肌質等の主観評価（5件法）

龍神温泉に毎日入浴することで、疲れや緊張等が軽減し、活気が向上しました。
また、肌質の改善や睡眠に良い影響を及ぼしました。


